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086GCAS Report  Vol.3 2014 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻
て、当初考えていたほどの成果を挙げることができなかったこ
とが残念です。しかしすでに書くべき論文の方向性は定まっ
ていて、今後は諸外国の事例検討や国内企業の資料所
在調査をする予定です。
　博士論文というのはやはり大きな存在で、簡単に出来上る
ものではありません。博論を完成させるには土台となる執筆
論文が圧倒的に不足していますし、企業アーカイブズに対す
るものの見方も未熟だとこの3年間で痛感しました。博論は
目標ではありますが、ゴールではありません。私にとって重要
なのはこれからもアーカイブズ学と関わり続ける人生を継続し
ていくことです。
　今までの学校生活・職場生活を経て、私はアーカイブズ
学とは、理論と実務の学問であり、資料が描き出す過去・現
在・未来と人 を々繋ぐ学問だと考えるようになりました。アーカ
イブズ学は果てしなく広く、果てしなく深い。そのような学問に
向かうには、理論も実務も理解し、人として広く深い知見・視
野を得ることが必要であり、それが可能となって初めて私は
アーカイブズ学を担い、人と資料を繋ぐ一人前のアーキビス
トになれるのだと思います。
　そのために細くとも長く、仕事と研究を続けていくことが肝
要であり、それを実現できるような人生設計が今後の課題
です。仕事をしても結婚しても、アーカイブズ学と繋がり続けて
きたように、これから出産や育児、そして年齢を重ねても、アー
カイブズ学と関わり、実務と関わり続ける人生を歩んでいきた
いものです。
まとめにかえて
働きながら研究するということは、簡単なことではありません。
両立を可能にするには、2つのポイントを押さえる必要がある
と私は思います。1つは時間の使い方です。仕事をしている
と日中の大部分の時間は業務に費やされます。帰宅後の
時間をいかに有効に活用するかがとても重要です。そして2
つ目は周囲の協力です。18時からの授業を履修するため
に、会社には格別の便宜を図ってもらいました。そして一緒に
仕事をする同僚にも迷惑をかけたことだと思います。また週
末の土曜日は大学に行ってしまいますので、一緒に生活を
する家族の理解もありがたかったです。
　大変ではありますが、文献などの研究環境が整っているこ
と、またなにより素晴らしい先生方に教えを乞い、共に学ぶ
仲間がいるというのは、大学院の素晴らしい所だと思います。
ありていに言えば、研究は自宅でやろうと思えばできます。し
かし壁にぶつかった際に教え導いてくれる先生やアーカイブ
ズ学のことを語れる仲間は、自宅にいては得ることはできませ
ん。論文を書き、研究を進めるというのは孤独な作業ですか
ら、彼らのような同志は、とても心の支えになります。働きなが
ら研究するということは大変なことも多いですが、得るものもま
た多くあります。もしここにおいでの方で、仕事と研究の両立
で迷っている方がいらっしゃいましたら、思い悩むよりもまず飛
び込んでみることをぜひお勧めいたします。
　本日はご清聴ありがとうございました。
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